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○ 本年９月14日に夕張市の財政再生計画の変更について総務大臣が同意した

が、令和３年度予算について、その後に発生した新たな事情に早急に対応す

るため、歳入・歳出額を変更するもの。 

 

○ 変更に伴い必要となる財源については、新たな歳入の確保等により対応す

ることとしており、財政再生計画の主要部分である計画期間、財政再生の基

本方針等について変更はない。 

 

Ⅰ 経過  

R3.12.2  夕張市議会が財政再生計画の変更を議決 

〃    夕張市長が総務大臣宛の財政再生計画変更報告書及び財政再生計画 

変更協議書を北海道知事に提出 

 〃   北海道知事が意見を付して財政再生計画変更報告書及び財政再生計画 

       変更協議書を総務大臣に提出 

 

Ⅱ 歳入・歳出額の変更における主な内容  

１ 主な変更事項 

（１）財政調整基金積立（＋２２９百万円） 

令和２年度決算剰余金に係る繰越金（２４４百万円）について、今回の計画

変更に必要な一般財源所要額を除いた上で、財政調整基金への積立を行うもの。 

  （財源）一般財源 ２２９百万円 

 

（２）子育て世帯への臨時特別給付（＋３４百万円） 

「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」として、夕張市において実施

する高校生以下の子供１人当たり５万円の現金給付に必要な経費を計上する

もの。 

（財源）国支出金 ３４百万円 

 

（３）新型コロナウイルスワクチン接種（＋２３百万円） 

 新型コロナウイルスワクチンの３回目接種の体制確保等のため、必要な経費

を計上するもの。 

（財源）国支出金 ２２百万円 

    道支出金  １百万円 

夕張市財政再生計画の変更 

（令和３年１２月）の概要 
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２ 性質別歳入・歳出の増減 

【一般会計】 

（１）歳入 

   国・道支出金の増（＋７４百万円）、繰入金の減（▲３８百万円）、地方債

の増（＋５５百万円）、その他の増（＋２４４百万円）により３３５百万円の

増 

（２）歳出 

 人件費の増（＋１百万円）、物件費の増（＋１９百万円）、維持補修費の増

（＋７百万円）、扶助費の増（＋３６百万円）、建設事業費の増（＋３５百万

円）、繰出金の増（＋２百万円）、その他の増（＋２３５百万円）により 

３３５百万円の増  
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（参考） 歳入・歳出の全体像  

【一般会計】（令和３年度計画） 

 

（単位：百万円）

変更前 変更後 増減額 主な内容

794 794 －

51 51 －

4,667 4,667 －

1,960 2,033 74

子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金【国】＋34
新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金【国】＋19
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金【国】
＋3
地域づくり総合交付金【道】＋17
新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金【道】＋1

1,464 1,426 ▲ 38
財政調整基金繰入金 ▲40
幸福の黄色いハンカチ基金繰入金＋2

682 738 55
臨時財政対策債＋40
道路橋梁整備事業債＋8
診療所建設事業債＋7

991 1,235 244 繰越金＋244

10,609 10,944 335

1,389 1,390 1 子育て世帯への臨時特別給付＋1

1,423 1,442 19

新型コロナウイルスワクチン接種＋22
児童手当システム改修＋5
共同浴場管理(燃料費)＋3
子育て世帯への臨時特別給付＋2
橋梁長寿命化修繕▲21

316 324 7 除排雪(燃料費及び除雪委託料)＋7

1,464 1,500 36
子育て世帯への臨時特別給付＋30
冬季生活特別支援金給付＋6

1,010 1,045 35
橋梁長寿命化修繕＋22
防火服用洗濯機・乾燥機設置工事＋13

3,501 3,501 －

うち再生振替特例債 2,558 2,558 －

850 852 2 国民健康保険事業会計繰出＋2

656 891 235

財政調整基金積立＋229
創業等支援補助＋2
夕張保育協会運営費補助(認定こども園維持管理)＋2
新型コロナウイルスワクチン接種＋1

10,609 10,944 335

※端数処理の結果、増減額及び合計が一致しない。
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